
飛騨地区 家庭教育学級応援通信  

 

自分でできることを増やす家庭教育 

 

先日，お電話（Ｑ）をいただきました。ありがとうございました。子どもたちが元気に園・学校生活をスター

トさせることを願うばかりです。子どもたちの元気を支える基盤は，家庭です。 

 

・バランス（連携） 

緊急事態宣言が解除をされましたが，子どもたちの日常生活や園・学校生活すべてが戻るには，時間

がかかりそうです。このような状況の中，子どもたちの成長に向け，特に家庭と園・学校はどうバランス（連

携）をとっていくことが望ましいのか，大変悩みます。しかし，機会をとらえ，関係者（諸機関）が積極的に話

題としていくこと自体が，大切なのだと思います。 

 

・目標と笑顔 

 大人でもストレスの大きい状況です。叱られたり追い込まれたりするばかりでは，子どもたちは大変です。

園や学校との連携の中で，子どもたちの目標を大切にし家族みんなで前向きに応援することが一番です。

わが子が，目標に向かい主体的に歩む姿を応援し続けましょう。 

 

・保護者主体の保護者会・ＰＴＡ活動 

今年度，やる気満々で挑んだ役員の皆様，是非とも，各園・学校や地域の特色を活かした在宅取組型

家庭教育学級に挑戦してみましょう。在宅取組型といっても，きっと真新しいことではなく，普段各家庭で

行ったり保護者会やＰＴＡの年間活動で取り組んできたりしたものがあるのでははないでしょうか。無理な

く楽しくが一番です。 

 

・見える化と発信 

在宅取組型家庭教育学級を進める上で，カード等を活用し目標や取組内容を‘見える化’

することが有効です。また，取組の様子を交流・発信（通信等）し広めることも大切です。園や

学校のみならず，広報誌やまち協だより等で紹介していただくことも，「家庭教育を地域全体

で応援する社会的気運の醸成」につながります。 
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Ｑ  今年度は，コロナ感染症予防が継続される中で，例年ＰＴＡ主催のもとに取り組んできた「親

子のふれあい活動」「講師を招いて講話を聞く」という形の家庭教育学級は，実施が難し

い・・。各家庭で実践できる（在宅取組型）の家庭教育学級を中心として進めたいのですが，

何かよい方法はありますか？ 

 

今年度は 特に「在宅取組型」家庭教育学級が お勧めです ！ 

tel:0577


・紹介１ 

岐阜県（環境生活政策課）では，家庭教育学級の進め方として次の５つの形態を提案しています。例年，

各園（保護者会）や学校（ＰＴＡ）が，それぞれの実態やニーズに合わせ，いろいろなバリエーションで取り

組んでいます。 

 

＜家庭教育学級の形態＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・紹介２ 

保存版 みんなで子育て（家庭教育学級運営マニュアル 改訂版）が，Ｈ３０年度の家庭教育リーダ

ー研修会にて，各学校・園等に配布されています。今一度，手に取り開いてみましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索 岐阜県 家庭教育学級 

Ｒ元年度の飛騨地区の実践（在宅取組型）がＵＰされています！ 是非とも，参考に！！ 

・飛騨市立旭保育園，高山市立本郷・栃尾保育園，高山市立荘川小学校，下呂市立竹原中学校 

学校行事参加型 

授業参観やＰＴＡ

活動など，学校や

園の行事にあわせ

て開催 

体験活動参加型 

子育てに関する実

技の学び，家族の

触れ合いの場とし

て開催 

講演会型 

テーマに適した講

師を依頼し，専門

的な話を視聴 

子育てサロン型 

保護者同士が小

グループでお互い

の経験や悩みなど

を交流 

在宅取組型 

挨拶や早起き，歯磨き

等の生活習慣，読み

聞かせやお手伝い等，

各家庭における取組 

広がれ 

家族みんなの

笑顔！ 

・Ｐ７   

【在宅取組型運営のポイント】 

・Ｐ４０～  

資料２ 活動事例紹介 

 ＊県内の在宅取組型の実践が，紹 

介されています。 


